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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ショウジョウバエのdishevelled遺伝子（dsh）と強い類似性を持つ多遺伝子ファミリーのメンバーです。ショウジョウバエのdishevelled遺伝子は、細胞増殖を制御する細胞質リン酸化タンパク質をコードしています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：複数のWnt遺伝子を介したシグナル伝達経路において役割を果たす可能性があります。,類似性：DSHファミリーに属します。,類似性：1つのDEPドメインを含みます。,類似性：1つのDIXドメインを含みます。,類似性：1つのPDZ（DHR）ドメインを含みます。,サブユニット：PDZドメインを介してVANGL1およびVANGL2のC末端領域と相互作用します（類似性による）。PDZドメインとDEPドメインの両方を含む領域を介してLRRFIP2と相互作用します。DIXドメインはこの相互作用を阻害する可能性があります。,
	研究分野
	WNT、WNT-T 細胞、ノッチ、メラニン生成、がんにおける経路、大腸がん、基底細胞がん。
	画像データ
	

	DVL3抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはDVL3ペプチドでブロッキングされている。
	

	DVL3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	DVL3 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

